
GREENable ACT
土壌の浸食を防ぎ、植生回復を促すための登山道整備に取り組
みます（ミニガイド付き）

【行程】
・8:45 登山口駐車場にて受付開始、装備品配布
・9:00 開会、ブリーフィング、アイスブレイク、トイレ

・9:10  活動開始。今回の修復場所や植生等を解説・現状確認。
・10:30 作業地点まで戻り小休止
・10:40 ガイドにより修復方法を解説
・10:50 植生に配慮した登山道整備作業開始
・12:00 昼食（各自ご持参願います）
・13:00 引き続き、午後の作業開始
・14:30 作業終了、登山口に下山開始
・15:00 道具回収、現地解散

【作業内容】
現地の自然観察ののち、作業説明、実際の作業となります。
※作業には丸太や機材の運搬、登山道上への固定作業などが伴います
赤(リピーター向け)＞青(標準)＞緑(初心者向け)の内容となっています

～おおまかな流れ～
・登山道周辺の植生や登山道の現状などについて確認する
・修復場所まで必要な機材や丸太等の材料を運ぶ
・どのように修復作業を行うのか、大まかな流れや注意事項に
ついて、ガイドから一通りの説明を受ける

・班ごとに丸太や機材をもって、修復箇所に移動、作業を開始。

【持ち物】
・飲み物・昼食（各自でご持参ください）
夏場は1.5L以上のお水を持参することをお勧めします
秋は休憩時に寒いため、暖かい飲み物をご持参下さい

・雨具（レインウェア上下）
・防寒着（秋は休憩時に寒いため、ダウンなど）
・タオル・軍手
・虫よけスプレー
・帽子
・各自で必要な準備物

【注意事項・服装について】
作業では、刃物や鈍器など危険な道具を多く取り扱います。
そのため、夏場のトレイルランのように、肌の露出の多い状態や
タイツなどの薄い服では作業に適しません。
必ず「長袖・長ズボン・長い靴下・首にタオル・軍手（手袋）」
を着用のうえ、お越しください。靴は長靴より「登山靴＋レイン
スパッツ」か「スパイク付きの長靴や地下足袋」をお勧めします。
黒の多い服装やヘアスプレー、香水などはスズメバチを誘引する
ため、作業当日は付けないでください。

【概要】
□参加費 各回：2,000円（※4回目以降のリピーターの方 1,000円）
□実施日・各回の実施場所
●三平山登山道 ●下蒜山登山道 ●穴ヶ乢登山道

①5/9(土) ②5/17(日) ③6/6(土)
④6/21(日) ⑤7/4(土)       ⑥7/12(日)
⑦8/1(土)    ⑧8/30(日) ⑨9/6(日)
⑩9/26(土)  ⑪10/3(土) ⑫10/18(日)

□実施時間 各回 9:00～15:00
□集合場所 各登山口駐車スペースまで各自ご集合願います

※QRコードをタップをするとリンクが開きます

三平山登山口 下蒜山登山口 穴ヶ乢登山口

【その他】
点検・作業した結果は、後日HP 等で公開します。実施中、警報や雷
などで屋外作業が不可になった場合は、時間を短縮するなどの対応を
取らせていただきます。なお、荒天中止の連絡は前日に行います。

https://maps.app.goo.gl/w1HGhfNXqftQ3ZXD8
https://maps.app.goo.gl/gy3DBRLd5MqcCNBg9
https://maps.app.goo.gl/VLuzfRfiuQrEx5Ju5


：夏場は1.5L以上、冬場は
暖かい飲み物も併せてお持ち下さい

黒い服装は避けてください

Good luck trip 高尾山＋one より参照

※休憩時に羽織る
ものがあるとよい

※長靴でもOK

帽子はキャップでも可
※作業時はヘルメットを
かぶります

※黒や濃紺などの
色はスズメバチを
誘引しやすいため
避けましょう

※スズメバチの時期は
明るい色をおすすめします

・レインウェア上下



◎整備箇所（三平山）

3つの整備地の中で最も初心者向けの場所です。
浸食の原因となる登山道上に流れる流水を道外へ促す
「導流れ工」や、深掘れしてしまった場所に階段をつ
くり、土壌を溜まりやすくする「階段工」などがメイ
ンになります。状況に応じ、これらを組み合わせて施
工することもあります。
登山口付近から始まり、徐々に山頂方面へと作業地を
進めています。



◎整備箇所（下蒜山）

3つの整備地の中で中間的な作業量の場所です。
他の２地点に比べ土壌が柔らかく、深掘れしてしまっ
ている箇所が多くあります。こうした場所では大径木
が無くても施工できる場所も多くある点や、ナラ枯れ
による枯木などの材料調達がしやすい点など、施工自
体の自由度が高い点も特徴です。一方で、ぬかるみが
多く、作業での疲労度はやや高めの場所です。
今後は急斜面の階段工なども実施していく予定です。



P
駐車スペース
は4~5台

↑至三平山

↓至朝鍋鷲ヶ山

登山道整備箇所→

◎整備箇所（下蒜山）

3つの整備地の中で最も作業難度の高い場所です。
急斜面地に大木を運搬し固定した上で階段工を行う
必要があり、最も人手と技術が必要となります。
一方で作業の必要性や需要性が高く、最もやりがいが
大きい作業地です。大木をロープやウィンチで引き上
げ、手分けして運搬するなど安全管理も難しく、チー
ムワークが肝になります。その分、実施時にはチーム
の連帯感が生まれ、達成感に満たされることも。










